


















































































止め手がなく、紅葉の退社と ふところまで落ち込んでしまつた。主筆と同額の月給六十円を二三年前に百円とし、社中随一の高給を与へたのを、社長はよほどの優遇だと信じ、尾崎 方でもつと折れて出ると思つてゐ らしかつた。














































































写真の「風景は野州塩原山中に限る」 、 「但し仝所渓流を現すべし」 、 「図











































































































































































































































































































































































ら、先づ余り騒がない方が宜からう」との巌谷小波の助言を伝え、これに従って 友人への報せは控えた。患部切開の相談の際は、門弟の中から誰か立ち会え とのことで「日ならず、其の通知が来たから、已むを得ず夜遅く、十一時頃に小栗 門を叩 て、始めて話をした だった。　
これを承けて小栗風葉は、 「泉がそれを知らして呉れるまで私も知らな












































をもって終る。紅葉の心中は察するに余りあろう。 「退院前五日」とともに『病骨録』に収める「生死論」や「観月」の感懐と覚悟は、すべてこの日の診断 受け のちのものである。　
後年、伊原青々園は、三月十四日に小栗風葉から「先生の病気は胃癌と
いふ事に極まりましたが、まだ先生にも世間へも秘密です。 」 語られた、と回想している




















































































































































































































































































































































































































































































































































































あろう。三十四年歳末の二十九日に東京を発って大阪に向った。同行岡田は刑法学者、帝国大学教授で「三面子」の別号も持つ川柳の大家であったが、このこ 硯友社の同人では最も気 合った人物だ た。正月の大阪滞在中には、たまたまこれも 阪在住 兄の家に来ていた徳田秋聲を呼んで、金尾文淵堂主人種次郎と三人で会食したことが、秋聲 『思ひ出るまゝ』（文学界社、昭和十一年四月二十日）
の「大阪の義太夫」の章に記されている。









































ら到着までを記してみると、 「十二日午後二時本所発車にて三時過千葉着」 、「千葉にては吾妻町なる愚仏子の借宅庵に入りて一夜を明し」 、 「午後三時雷雨の中を暇乞して発足。一時間余にて当地成東館に着」とあり、成東の前に千葉 秋聲会の俳友瀧川愚佛宅に一泊していることが判る。 「病中は茶を断ち、間食を禁じ候へば、此間の悶々謂ふべからず、幾度も湯に入ては直に上り 居れば腹のみ撫廻し候て、何と無く裏侘しく罷在候」とあり、社交家美食家の紅葉にとって療養の旅はよほど辛いものがあったろう三日目に風葉、春葉、鏡花の三人が到着、さらに加賀豊三郎
（翠溪）
が訪


























































のかずかず」 「白屈菜の採取と投薬」 「 『換菓篇』の企画」 「臨終」 「逝去の報」 「解剖」 「高村光太郎と紅葉」 「葬儀の模様」 「紅葉祭という催し 歿後の出版物」等の項目を考えているが、資料の紹介も含まれているの 、数回の稿を継がねばならないと思う。時間を要することご寛恕願いたい。　
なお、引用文の仮名づかいは原文のままとし、字体は概ね現行の印刷文字に改
め、読解に必要なルビを残した。傍点、圏点は概ね原文のままとした。　
本文中にお名前を記した方々のご教示 ほか、資料の調査に関しては、国立国
会図書館、日本近代文学館、青山学院大学図書館、本学図書館近代文庫のお世話になった。併せて深謝申し上げる。 
（よしだ
　
まさし
　
日本語日本文学科）
